
 

 

 

 

 

薩摩川内市が管理する橋梁は、令和 2年 3月末現在で 809橋と、鹿児島県内の市町村で最も多い橋梁である。

これらの橋梁は高度経済成長期（昭和 30年代）に架設されたものが大半であるため、今後橋梁の高齢化が進む

につれ維持管理費や更新費が増大するとともに、同時期にこれらの費用が集中することが予想され、本市にとっ

て多大な財政負担となることが懸念されている。 

本市は橋梁の維持管理に関して、実際に損傷が大きくなってから修繕や更新を行う「事後保全型修繕」から、点

検を適切に行い橋の損傷状態を定期的に把握することにより、損傷が小さい段階で修繕することで橋梁の長寿命

化を図るという方針に変換し、平成 26年度に「建設から維持管理に至る橋のライフサイクルを考慮した予防保全

的な修繕」による『（第 1次）橋梁長寿命化修繕計画』を策定し、平成 26年度以降「予防保全型修繕」の橋梁維持

管理事業を実施し、長期的な視点で橋梁を維持管理することにより、ライフサイクルコストの縮減を行ってきた

ところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

                

 

 

 

 

平成 25年の「道路法等の一部を改正する法律」等により、近接目視による点検が義務付けられ、平成 26年度

から平成 30年度の間で近接目視による詳細点検を全橋梁について実施・完了させたところである。 

長寿命化修繕計画は 5年毎の定期点検を 2回経て、その点検結果を元に 10年毎に計画の見直しを行うことを

標準としているが、点検手法が変わったことにより前回より精度が高い点検結果が得られたこと、橋梁の健全性

の評価手法が「損傷等級」から「判定区分」へ見直されたことから、令和元年度において長寿命化修繕計画の見

直しを行うこととなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対策橋梁の優先順位は、最新の点検結果において健全性の低い橋梁から修繕等を実施する。 

 ※今後の点検等により判定区分Ⅳが生じた際は、優先順位を最上位として対応する。 

 ※公共性の低い橋梁(該当橋梁付近に同一規模以上の橋梁があり迂回路に問題の生じない橋梁等)については、

利用制限や統廃合を行う場合がある。 

 

 

  現状の薩摩川内市の維持管理予算等で長期的に「予防保全型修繕」での対策を講じると判定区分Ⅲ、Ⅳの橋梁  

 が長期的に発現することになり適切な維持管理が困難となるため、劣化予測に基づき、集中的に追加投資の必

要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後 50 年間の事業費を比較すると、「事 

後保全型修繕」では約 380 億円に対し、本 

長寿命化修繕計画による「予防保全型修繕」 

では約 210 億円となり、約 170 億円(約 45 

%)の費用削減が見込まれる。 

 

 

 

本計画は「薩摩川内市橋梁長寿命化修繕計 

画検討委員会」を設置し、ご助言、ご指導を 

いただき策定いたしました。 

 

 

 

 

 

 

1.長寿命化修繕計画の概要・取組み方針 

〈 基 本 方 針 〉 
 薩摩川内市の橋梁管理は、建設から維持管理に至るライフサイクルを考慮した「予防保全型修繕」とする

ことを基本方針とし、より効果的・経済的な橋梁の維持管理を目指す。 

第 2次薩摩川内市橋梁長寿命化修繕計画 
 

橋梁マネジメントシステム 橋梁長寿命化修繕計画の流れ 

今後 50 年間の事業費予測 
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2.長寿命化修繕計画策定見直しに至る背景 

 

3.対策橋梁の優先順位 

4.長寿命化修繕計画の効果 

 

現予算での判定区分推移 追加投資での判定区分推移 

5.意見を頂いた学識経験者 

 

 

薩摩川内市 建設部 

道路河川課 建設管理グループ 

〒895-8650  

鹿児島県薩摩川内市神田町 3 番 22 号  

Te l : 0996-23-5111           

Fax : 0996-23-8389 

 

  

 

橋を点検し、健康状

態を把握・評価する 

※約 5 年毎に実施 

 
将来的な橋の劣
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るのが最適かを検
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※約 10 年毎に計画の見直し 
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約 170 億円削減 


